
こ
れ
ま
で
の
日
本
政
治
は
、
一

部
の
特
定
勢
力
に
よ
る
特
定
勢

力
の
た
め
の
も
の
だ
っ
た
。

一
部
の
特
定
勢
力
と
は
、
高
級

官
僚
、
大
資
本
、
米
国
と
結
託

す
る
政
治
屋
と
大
手
メ
デ
ィ
ア

だ
。
官
僚
が
支
配
権
と
天
下
り

を
中
心
と
す
る
巨
大
利
権
を
確

保
す
る
政
治
シ
ス
テ
ム
は
明
治

に
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
。
明
治

以
来
１
２
０
年
、
１
４
０
年
の

間
、
こ
の
構
造
が
維
持
さ
れ
て

き
た
。

企
業
に
よ
る
政
治
献
金
が
容
認

さ
れ
た
結
果
、
大
資
本
が
政
治

に
巨
大
な
影
響
力
を
行
使
し
続

け
て
き
た
。
政
治
屋
は
金
儲
け

の
た
め
に
政
治
を
使
っ
た
。
国

民
の
た
め
の
政
治
で
な
く
、
政

治
屋
自
身
の
利
益
が
追
求
さ
れ

て
き
た
。
自
己
の
利
益
獲
得
を

目
的
と
す
る
低
劣
な
政
治
屋
に

日
本
政
治
が
支
配
さ
れ
続
け
た

こ
と
が
国
民
の
不
幸
の
原
因
だ
っ

た
。

第
二
次
大
戦
後
、
米
国
が
日
本

政
治
を
支
配
し
た
。
終
戦
直
後

の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
新
た
な
民
主
主

義
国
家
創
設
の
実
験
を
日
本
で

実
行
し
よ
う
と
し
た
が
、
米
ソ

の
対
立
が
激
化
し
て
米
国
の
外

交
基
本
方
針
が
転
換
さ
れ
、
連

動
し
て
米
国
の
対
日
占
領
政
策

が
１
８
０
度
の
転
換
を
示
し
た
。

米
国
は
日
本
を
反
共
外
交
政
策

の
防
波
堤
と
位
置
付
け
、
日
本

を
西
側
陣
営
の
最
前
線
軍
事
基

地
と
位
置
付
け
た
。
同
時
に
、

日
本
の
経
済
発
展
を
支
援
す
る

代
わ
り
に
、
日
本
政
治
を
支
配

す
る
意
思
を
保
持
し
続
け
て
き

た
。

米
国
が
米
国
の
意
志
に
沿
う
対

日
占
領
政
策
を
実
行
す
る
に
際

し
て
、
国
民
世
論
を
操
作
す
る

必
要
が
高
ま
っ
た
。
米
国
は
日

本
政
府
と
連
携
す
る
と
同
時
に
、

日
本
の
情
報
操
作
工
作
に
手
を

染
め
た
。
日
本
テ
レ
ビ
の
開
局

は
そ
の
一
環
で
あ
る
。

官
僚
、
大
資
本
、
米
国
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
利
権
政
治
屋
と
結

託
し
、
日
本
政
治
を
支
配
し
続

け
て
き
た
の
が
こ
れ
ま
で
の
日

本
政
治
の
実
情
で
あ
り
、
こ
れ

が
「
政
・
官
・
業
・
外
・
電
＝

悪
徳
ペ
ン
タ
ゴ
ン
」
に
よ
る
日

本
政
治
支
配
の
基
本
構
造
で
あ

る
。

植
草
一
秀
の
『
知
ら
れ
ざ
る

真
実
』
よ
り
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時
代
が
変
わ
っ
た
と
、
責
任
の

あ
る
経
営
者
は
ど
れ
だ
け
認
識

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

現
実
の
厳
し
い
経
済
社
会
情
勢

の
中
で
揺
り
戻
し
が
起
き
て
い

ま
す
。

自
然
現
象
で
あ
る
地
震

や
津
波
で
も
戻
り
現
象

が
起
き
ま
す
。
変
革
期

に
起
き
る
自
然
現
象
で

す
。
多
く
の
人
は
、
か
っ
て
の

良
き
思
い
に
す
が
り
夢
見
、
味

を
知
る
人
ほ
ど
望
む
も
の
で
す
。

多
く
の
国
民
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
影
響
を
確
実
に
受
け
ま
す
が

日
本
人
の
伝
統
文
化
を
信
じ
る

な
ら
ば
、
一
時
の
揺
り
戻
し
で

あ
っ
て
、
環
境
変
化
が
現
実
で

あ
り
変
化
の
潮
流
は
何
も
変
わ
っ

て
い
な
い
。

環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に

経
営
者
は
、
自
己
資
本
・
内
部

留
保
を
厚
く
す
る
。
貸
借
対
照

表
を
主
点
と
し
た
経
営
に
思
考

を
シ
フ
ト
し
な
け
れ
ば
、
右
上

が
り
時
代
の
損
益
計
算
書
主
義

の
経
営
は
イ
バ
ラ
の
道
で
す
。

自
己
資
本
・
内
部
留
保
に
主
眼

を
置
く
の
は
中
小
企
業
は
社
員

の
た
め
で
す
。
雇
用
確
保
と
会

社
発
展
の
た
め
で
す
。

当
分
の
間
続
く
デ
フ
レ
時
代
の

対
応
策
で
す
。

自
社
の
状
況
と
取
り

巻
く
環
境
を
常
に
見

定
め
マ
イ
ナ
ス
の
事

態
を
招
く
前
に
手
を

打
つ
の
が
優
れ
た
経
営
者
で
す
。

危
機
意
識
も
な
く
、
社
員
の

「
自
己
革
新
」
も
な
い
現
状
維

持
は
、
会
社
と
社
員
に
明
日
は

な
い
。


